





































































の年齢は 4 歳から 8 歳（平均 5.8 歳）の 21 名（男
児 11 名，女児 10 名）であった。参加回数は，1
回から 15 回（平均 4.6 回）であった。以下では
各質問に対する回答内容を整理し報告する。
　①親から見た子どもの変化については，変化あ
り 11 名 (69%)，変化なし 5 名 (31%) であった。









いては，変化あり 12 名 (75%)，変化なし・記入










































































現在の年齢は 19 歳～ 27 歳，参加回数は 1 回～




の参加者が 2 名，自身の自然体験が 3 名，子ど
もとかかわる活動への興味が 2 名，その他２名で
あった。これらから自然体験との関連がある回答
は 4 名で 33％であった。
　②自身の幼児期の自然体験については，自然と
関わる体験が多かったという回答が 9 名（75%）





















は (1) 自身の生き方の変化に関するもの「SNS に
依存しなくなった，自分が過ごしている今をもっ
と大切にしたい，楽しく生きていこう」「子ども
が自然と関わって遊ぶ姿に触発され，将来の仕事
を決められた」「自分らしさを取り戻せた」など
５名が記述し，活動により自己肯定感を高め，今
までにない新たな自分を発見し将来への見通しを
考えている内容であった。(2) 子どもの理解に関
するもの「子どもはかわいいだけじゃない，未熟
な存在でも一生懸命生きている」「子どもにより
多くの自然を味わってもらえるよう遊びや自然の
知識を増やしたい」の記述が３名あり，子どもの
変化から自身の変化と関連づけていた。保育・教
育系の大学の学生でもあり，子どもについて学び
を深める学外の貴重な場でもあることが示唆され
た。
4) 考察
　以上の結果から学生が自然と直接体験したこと
やおよび子どもの変化を直視したことの両面から
自身の変化をとらえていると考察された。親調査
で本事業の目的など説明を述べたが，自然体験と
子どもの育ちが重要であることは環境，教育，保
育の分野からすでに報告されている（岡本，東
方）。今回の調査では子ども期以降の青年期の学
生の自然体験による自己認識の変化，自然と関わ
る子どもの変化と対比しながら自身の認識の変化
が一部明らかになった。低回収率であるため，こ
の結果をもとに今後さらに追加調査を行い，学生
の変化および子どもや学生が関わる自然体験活動
の意義等についても考察しまとめていきたい。
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